
受益者のみなさまへ

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、キャピタル世界株式ファンドFは、2023年11月20日に第８期
の決算を行ないました。ここに、期中の運用状況をご報告申し上
げます。今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申し上
げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／内外／株式

信託期間 原則として無期限

運
用
方
針

キャピタル世界株式マザーファンド（以下「マザーファンド」というこ

とがあります。）受益証券への投資を通じて、内外の投資信託証

券（以下「投資対象ファンド」ということがあります。）に投資を行な

い、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ないます。

主
要
投
資
対
象

キャピタル 

世界株式 

ファンドＦ

マザーファンド受益証券

マザー 

ファンド

以下の投資信託証券に投資を行ない、実質的に

世界各国の株式等に投資をします。

●�ルクセンブルク籍円建外国投資信託証券「キャ

ピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファン

ド（ＬＵＸ）（クラスＣ）」

●�追加型証券投資信託「日本短期債券ファンド

（適格機関投資家限定）」

主
な
投
資
制
限

キャピタル 

世界株式 

ファンドＦ

マザーファンド受益証券への投資割合には、制限

を設けません。投資信託証券への実質投資割合

（マザーファンド受益証券への投資を介した投資の

割合をいいます。）には、制限を設けません。株式

への直接投資は、行ないません。外貨建資産への

直接投資は、行ないません。デリバティブの直接

利用は、行ないません。

マザー 

ファンド

投資信託証券への投資割合には制限を設けませ

ん。株式への直接投資は行ないません。

外貨建資産への投資割合には制限を設けませ

ん。デリバティブ取引は原則行ないません。外貨

建有価証券への投資については、わが国の国際

収支上の理由等により特に必要と認められる場合

には、制約されることがあります。

分
配
方
針

毎年11月20日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行ない、分

配金額は分配対象額の範囲で、委託会社が基準価額水準等を

勘案して決定します。ただし、委託会社の判断により収益分配を

行なわないことがあります。留保益の運用については、特に制限

を設けず、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を

行ないます。

キャピタル・インターナショナル株式会社
東京都千代田区丸の内三丁目２番３号　丸の内二重橋ビル

当運用報告書に関するお問い合わせ先

電話番号 03-6366-1300
営業部（営業日9:00～17:00）

お客様の口座内容などに関するお問い合わせは、お申
込みされた販売会社までお願い申し上げます。

ホームページ capitalgroup.co.jp

キャピタル世界株式ファンドF
追加型投信／内外／株式　　課税取扱／株式投資信託

運用報告書（全体版）
第８期
決算日2023年11月20日
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● 近５期の運用実績 

決算期 
基準価額 投資信託 

受益証券 
組入比率 

純資産総額 
(分配落) 税込分配金 期中騰落率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

 ４ 期(2019年11月20日) 13,395 0 16.0 99.8 3,515 

 ５ 期(2020年11月20日) 16,278 0 21.5 99.8 3,704 

 ６ 期(2021年11月22日) 23,203 0 42.5 99.5 12,211 

 ７ 期(2022年11月21日) 21,169 0 △ 8.8 99.8 16,049 

 ８ 期(2023年11月20日) 25,890 0 22.3 99.7 18,272 

(注１) 基準価額の騰落率は分配金込み。騰落率は期首比です。 

(注２) 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

(注３) 当ファンドは親投資信託を組入れますので、｢投資信託受益証券組入比率｣は親投資信託への投資割合に応じて算出した実質比率を記載しています。 

(注４) 金額の単位未満は切捨てています。ただし、単位未満の場合は小数で記載しています。 

(注５) 当ファンドは、マザーファンドを通じて、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マークおよび参考指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示できません。 

 

●当期中の基準価額等の推移 

年月日 
基準価額 投資信託 

受益証券 
組入比率  騰落率 

(期首) 円  ％ ％ 

2022年11月21日 21,169  － 99.8 

11月末 20,971 △ 0.9 99.7 

12月末 19,784 △ 6.5 99.7 

2023年 １ 月末 20,705 △ 2.2 99.8 

 ２ 月末 21,416  1.2 99.7 

 ３ 月末 21,379  1.0 99.7 

 ４ 月末 21,894  3.4 99.8 

 ５ 月末 23,042  8.8 99.8 

 ６ 月末 24,753  16.9 99.6 

 ７ 月末 25,105  18.6 99.6 

 ８ 月末 25,429  20.1 99.7 

 ９ 月末 24,685  16.6 99.4 

10月末 23,766  12.3 99.6 

(期末)     

2023年11月20日 25,890  22.3 99.7 

(注１) 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

(注２) 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

(注３) 当ファンドは親投資信託を組入れますので、｢投資信託受益証券組入比率｣は親投資信託への投資割合に応じて算出した実質比率を記載しています。 

(注４) 当ファンドは、マザーファンドを通じて、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マークおよび参考指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示できません。 
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●ファンドの運用経過等 (2022年11月22日～2023年

11月20日) 
◎当期中の基準価額の変動に関する主な要因に

ついて 

基準価額は期首の21,169円から期末には25,890円と4,721円

の上昇となりました。 
 

 
 

（注） 当ファンドは、ベンチマークを設定しておりません。 

 

基準価額の主な変動要因は、当ファンドのマザーファンド
であるキャピタル世界株式マザーファンドの基準価額の変動
によるものですが、実質的には、同マザーファンドを通じて投
資するキャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファン
ド(LUX)(クラスC)の主な投資対象である世界各国の株式等
の価格変動の影響となります。なお、当期中における世界各
国の株式等の価格は、次の投資環境の影響等を受けて変
動しました。 

 

当期中の投資環境 
＜世界株式＞ 

当期の世界株式市場は現地通貨ベース、円ベースともに
上昇しました。 

 

主な市場変動要因 
(プラス要因) 
・ インフレ鎮静化の兆しを受けて米国の利上げペース鈍化

への期待が高まったこと 
・ 主要国の企業が堅調な業績を示したこと 
・ 欧米の景気が底堅く推移したこと 
(マイナス要因) 
・ 米金融機関の破綻を契機に金融システム不安が高まった

こと 
・ 欧米の金融引き締めへの警戒感が強まったこと 
・ 米景気の底堅さが示されるなかで米長期金利が上昇した

こと 

＜為替＞ 
当期の為替市場では、円に対して米ドル、ユーロともに上

昇しました。 
 
主な市場変動要因 
(円高要因) 
・ 主要国の積極的な金融引き締めを受けて景気減速への

警戒感が強まったこと 
・ 日銀が金融政策を一部修正したこと 
(円安要因) 
・ 金融引き締め長期化への警戒感が強まり、米長期金利が

上昇したこと 
・ 日銀が金融緩和を継続するとの観測が広がったこと 
 
◎当期中の基準価額とベンチマークの推移とを比

較したときの、差異の状況および要因について 
当ファンドは、マザーファンドを通じて、主として外国籍ファ

ンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す
適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指
数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表
示できません。 
 

◎運用経過 
＜キャピタル世界株式ファンドF＞ 
・ キャピタル世界株式マザーファンドを通じてキャピタル・グ

ループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)を
高位に組み入れ、実質的に世界各国の株式等へ投資を
行ない、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行
ないました。 

・ 当期末における当ファンドの純資産総額に対するマザー
ファンドの割合は99.8％となりました。 

 
以下は、当ファンドが主要投資対象とするマザーファンド

の説明です。 
＜キャピタル世界株式マザーファンド＞ 
・ キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド

(LUX)(クラスC)を高位に組み入れ、実質的に世界各国の
株式等へ投資を行ない、信託財産の中長期的な成長を目
指して運用を行ないました。 

・ 運用の基本方針に従い、期中を通じてキャピタル・グルー
プ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)を高位
に組み入れました。 

・ 当期末におけるマザーファンドの純資産総額に対する
キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド
(LUX)(クラスC)の割合は99.9％、日本短期債券ファンド(適
格機関投資家限定)の割合は0.0％となりました。   
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以下は、マザーファンドが投資する投資対象ファンドの説

明です。 

＜キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド

(LUX)(クラスC)＞ 

・ 世界各国の株式等に投資を行ない、信託財産の中長期

的な成長を目指して運用を行ないました。運用にあたって

は、綿密なファンダメンタルズ調査に基づき、強固な財務

基盤やキャッシュフロー創出力を有するとみられる企業、

革新的な技術を有し高い収益成長が期待される企業、新

興国における優位な事業基盤を有する企業などに投資を

行ないました。 

キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド

(LUX)の資産状況につきましては、巻末の参考情報をご覧く

ださい。 

 

＜日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)＞ 

・ 日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・

金融商品を組み入れ、信託財産の安定的な成長を目指し

て運用を行ないました。 

 

◎今後の運用方針 

＜キャピタル世界株式ファンドF＞ 

キャピタル世界株式マザーファンドの組入比率を高位に維

持することにより、同マザーファンドを通じて実質的に世界各

国の株式等へ投資することを継続する方針です。 

 

以下は、当ファンドが主要投資対象とするマザーファンド

の説明です。 

＜キャピタル世界株式マザーファンド＞ 

キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド

(LUX)(クラスC)の組入比率を高位に維持することにより、同

ファンドを通じて実質的に世界各国の株式等へ投資すること

を継続するとともに、余裕資金の効率的な運用のため、日本

短期債券ファンド(適格機関投資家限定)についても組み入

れを維持する方針です。 

以下は、マザーファンドが投資する投資対象ファンドの説

明です。 

＜キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド

(LUX)(クラスC)＞ 

今後も、ファンダメンタルズ調査が長期にわたる優れた運

用実績につながるとの考えで運用をしていく方針です。投資

対象となる企業を深く理解することで、過小評価されている

銘柄をポートフォリオに組み込むことができ、結果として市場

を上回る投資成果をあげることができるとの考えのもと、引

き続き運用実績の向上を目指します。 

 

＜日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)＞ 

日本短期債券マザーファンドの組入比率を高位に維持す

ることにより、同マザーファンドを通じてわが国の公社債・金

融商品に投資し、信託財産の安定的な成長を目指して安定

運用を行ないます。また、NOMURA－BPI短期インデックスを

ベンチマークとし、これを上回る投資成果を目指します。 
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 分配金 
 

投資信託財産の成長を追求する観点から、分配金は見送りとさせていただきました。留保益の運用
については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
 

分配原資の内訳 
 （単位： 円・％、１万口当たり・税引前） 

項目 

第８期 
2022年11月22日 

～ 
2023年11月20日 

当期分配金 － 

(対基準価額比率) (－％) 

 
当期の収益 － 

当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 15,889 

注１） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
注２） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、当ファンドの収益率とは異なります。   
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 １万口当たり費用明細 
 

項目 

第８期 
(2022年11月22日～ 
2023年11月20日) 項目の概要 

金額 比率 

(ａ) 信託報酬 138円 0.609％ (ａ) 信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

期中の平均基準価額は22,744円です。 

(投信会社) (131) (0.576) 委託した資金の運用の対価 

(販売会社) (2) (0.011) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド
の管理、購入後の情報提供等の対価 

(受託会社) (5) (0.022) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(ｂ) その他費用 2 0.010 (ｂ) その他費用＝〔期中のその他費用〕÷〔期中の平均受益権
口数〕 

(法定開示にかかる費用) (2) (0.009) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、法定書類
の作成・印刷等費用 

(その他) (0) (0.000) 金銭信託預入に係る手数料等 

合計 140 0.619  

注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。なお、その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、このファンドに対応する

ものを含みます。 
注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
注３） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
注４） 各項目の費用は、ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません（マザーファンドを除く）。 
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（参考情報） 

・総経費率 
 
 

 
 

総経費率（①＋②＋③） 0.67％ 

①当ファンドの費用の比率 0.62％ 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.00％ 

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.05％ 
注１）  ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
注２） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
注３）  各比率は、年率換算した値です。 
注４） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 
注５）  ①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
注６） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なります。 
注７） 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
注８） 投資先ファンドの運用管理費用以外の費用には、外国ファンドにおけるカストディーフィー等のファンド管理費用が含まれています。 
 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取

引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率

（年率）は0.67％です。   

運用管理費用（販売会社） 

0.01％ 

運用管理費用（受託会社） 

0.02％ 

その他費用 

0.01％ 

当ファンド 

0.62％ 

総経費率 

0.67％ 

運用管理費用（投信会社） 

0.58％ 

運用管理費用以外 

0.05％ 

運用管理費用 

0.00％ 
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●親投資信託受益証券の設定、解約状況 (2022年11月22日から2023年11月20日まで) 

 
設定 解約 

口数 金額 口数 金額 

 千口 千円 千口 千円 

キャピタル世界株式マザーファンド 1,404,518 4,260,000 1,859,316 6,010,000 

(注) 単位未満は切捨てています。 

 

●利害関係人との取引状況等 (2022年11月22日から2023年11月20日まで) 

(１) 当期中の利害関係人との取引状況 

＜キャピタル世界株式マザーファンド＞ 

区分 

当期 

買付額等 
A 

  
売付額等 

C 

  

うち利害関係人
との取引状況B 

 B  
 A  

うち利害関係人
との取引状況D 

 D  
 C  

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 

投資信託証券 125,536 － － 12,273 － － 

平均保有割合 3.4％ 

平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該子ファンドの親投資信託所有口数の割合をいいます。 

(注) 金額の単位未満は切捨てています。ただし、単位未満の場合は小数で記載しています。 

 

(２) 当期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 

項目 当期 

売買委託手数料総額(A) －千円 

うち利害関係人への支払額(B) －千円 

(B)／(A) －％ 

(注１) 投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人との取引はありません。 

(注２) 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 

 

 

●組入資産の明細 

親投資信託残高 (2023年11月20日現在) 

項目 
期首(前期末) 当期末 

口数 口数 評価額 

 千口 千口 千円 

キャピタル世界株式マザーファンド 5,921,020 5,466,222 18,240,236 

(注) 単位未満は切捨てています。 

  



全体版 
 

Filename： 02_w16_世界株式F無_2311（本文） 

LastSave:12/12/2023 10:35:00 AM LastPrint：12/12/2023 11:01:00 AM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ ：上下48.52 左右13.99) 

 (裁ち落としサイズ：上下45.52 左右10.99) 

 

 

－ 8 － 

●投資信託財産の構成 (2023年11月20日現在) 

項目 
当期末 

評価額 比率 

 千円 ％ 

キャピタル世界株式マザーファンド 18,240,236 99.2 

コール・ローン等、その他 140,761 0.8 

投資信託財産総額 18,380,997 100.0 

(注) 金額の単位未満は切捨てています。 

 

●資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 (2023年11月20日現在) 

項目 当期末 

(A) 資産 18,380,997,886円 

コール・ローン等 140,761,208 

キャピタル世界株式マザーファンド 
(評価額) 18,240,236,678 

(B) 負債 108,080,278 

未払解約金 45,494,945 

未払信託報酬 61,876,212 

未払利息 385 

その他未払費用 708,736 

(C) 純資産総額(A－B) 18,272,917,608 

元本 7,057,980,223 

次期繰越損益金 11,214,937,385 

(D) 受益権総口数 7,057,980,223口 

１万口当たり基準価額(C／D) 25,890円 

(注１) 当ファンドの期首元本額は7,581,910,383円、期中追加設定元本額は

2,360,261,688円、期中一部解約元本額は2,884,191,848円です。 

(注２) １口当たり純資産額は2.5890円です。 

 

●損益の状況 
 (自2022年11月22日 至2023年11月20日) 

項目 当期 

(A) 配当等収益 △ 78,794円 

支払利息 △ 78,794 

(B) 有価証券売買損益 2,986,693,894 

売買益 3,953,401,307 

売買損 △ 966,707,413 

(C) 信託報酬等 △ 120,371,994 

(D) 当期損益金(A＋B＋C) 2,866,243,106 

(E) 前期繰越損益金 1,012,109,023 

(F) 追加信託差損益金 7,336,585,256 

(配当等相当額) (  5,262,249,207) 

(売買損益相当額) (  2,074,336,049) 

(G) 計(D＋E＋F) 11,214,937,385 

(H) 収益分配金 0 

次期繰越損益金(G＋H) 11,214,937,385 

追加信託差損益金 7,336,585,256 

(配当等相当額) (  5,262,247,837) 

(売買損益相当額) (  2,074,337,419) 

分配準備積立金 3,878,476,504 

繰越損益金 △ 124,375 

(注１) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

(注２) (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示し

ています。 

(注３) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定を

した価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

(注４) 計算期間末における費用控除後の配当等収益(０円)、費用控除後の

有価証券等売買損益額(2,259,767,165円)、信託約款に規定する収益

調整金(7,336,460,881円)および分配準備積立金(1,618,709,339円)より

分配対象収益は11,214,937,385円(10,000口当たり15,889円)ですが、当

期に分配した金額はありません。   
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●分配金のお知らせ 

決算期 年月日 １万口当たりの分配金(税引前) 

第４期 2019年11月20日 ０円 

第５期 2020年11月20日 ０円 

第６期 2021年11月22日 ０円 

第７期 2022年11月21日 ０円 

第８期 2023年11月20日 ０円 

 

 

●お知らせ 

信託報酬の引き下げ等について 

ご投資家の利益に資するために信託報酬を引き下げること等をいたしましたので、投資信託約款に所要の変更を行ないまし

た。 

 

変更点 

●信託報酬 

信託報酬における委託会社の配分を0.60％から0.525％に引き下げました(約款変更適用日：2023年８月22日)。 

 変更前 変更後 

信託報酬 年率0.693％(税抜0.63％) 年率0.6105％(税抜0.555％) 

委託会社(税抜) 年率0.60％ 年率0.525％ 

販売会社(税抜) 年率0.01％ 年率0.01％ 

受託会社(税抜) 年率0.02％ 年率0.02％ 

実質的な信託報酬 年率0.70％程度（税込） 年率0.6175％程度（税込） 

※税込年率は、消費税率10%で表示しています。 
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キャピタル世界株式マザーファンド 

 

キャピタル世界株式マザーファンド 

 

第16期 

決算日 2023年８月21日 

(計算期間：2022年８月23日から2023年８月21日まで) 

 

●当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

運用方針 

主として世界各国の株式等へ投資する投資信託証券とわが国の公社債および短

期金融商品に投資をする投資信託証券に投資を行ない、信託財産の中長期的な

成長を目標に運用を行なうことを基本とします。 

主要投資対象 

以下の投資信託証券に投資を行ない、実質的に世界各国の株式等に投資をします。 

・ ルクセンブルク籍円建外国投資信託証券｢キャピタル・グループ・ニューパースペ

クティブ・ファンド(LUX)(クラスC)｣ 

・ 追加型証券投資信託｢日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)｣ 

主な投資制限 

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。株式への直接投資は行ない

ません。外貨建資産への投資割合には制限を設けません。デリバティブ取引は原

則行ないません。外貨建有価証券への投資については、わが国の国際収支上の理

由等により特に必要と認められる場合には、制約されることがあります。 
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● 近５期の運用実績 

決算期 

基準価額 
投資信託証券 

組入比率 
純資産 
総額  

期中 
騰落率 

 円 ％ ％ 百万円 

12期(2019年８月20日) 15,307 0.7 100.0 109,510 

13期(2020年８月20日) 19,278 25.9 100.0 173,178 

14期(2021年８月20日) 26,348 36.7 99.9 350,703 

15期(2022年８月22日) 27,720 5.2 99.9 410,277 

16期(2023年８月21日) 31,476 13.5 99.9 586,606 

(注１) 騰落率は期首比です。 
(注２) 基準価額は１万口当たりで表示しています。 
(注３) 金額の単位未満は切捨てています。ただし、単位未満の場合は小数で記載しています。 
(注４) マザーファンドは、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考

指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示できません。 

 

●当期中の基準価額等の推移 

年月日 
基準価額 投資信託証券 

組入比率  騰落率 

(期首) 円 ％ ％ 

2022年８月22日 27,720 － 99.9 

 ８ 月末 26,714 △ 3.6 99.9 

 ９ 月末 25,447 △ 8.2 99.9 

10月末 27,091 △ 2.3 99.9 

11月末 26,832 △ 3.2 99.9 

12月末 25,327 △ 8.6 99.9 

2023年 １ 月末 26,523 △ 4.3 99.9 

 ２ 月末 27,450 △ 1.0 99.9 

 ３ 月末 27,420 △ 1.1 99.9 

 ４ 月末 28,098 1.4 99.9 

 ５ 月末 29,593 6.8 99.9 

 ６ 月末 31,815 14.8 99.9 

 ７ 月末 32,293 16.5 99.9 

(期末)    

2023年 ８ 月21日 31,476 13.5 99.9 

(注１) 騰落率は期首比です。 
(注２) 基準価額は１万口当たりで表示しています。 
(注３) マザーファンドは、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考

指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示できません。   



全体版 
 

Filename： 03_w16_世界株式マザー_2308（2311） 

LastSave:12/12/2023 10:55:00 AM LastPrint：12/12/2023 11:01:00 AM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ ：上下48.52 左右13.99) 

 (裁ち落としサイズ：上下45.52 左右10.99) 

 

 

－ 12 － 

●ファンドの運用経過 (2022年８月23日～2023年８月21日) 

◎当期中の基準価額の変動に関する主な要因について 

・ 基準価額は、期初の27,720円から期末には31,476円と、3,756円(13.5％)上昇しました。 

 
※マザーファンドは、ベンチマークを設定しておりません。 
 

期初 期中高値 期中安値 期末 

2022年８月22日 2023年８月２日 2023年１月４日 2023年８月21日 

27,720円 32,652円 24,808円 31,476円 

・ 基準価額の変動に関する主な要因は、キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)の主な投資対

象である世界各国の株式等の価格変動等の影響となります。なお、当期中における世界各国の株式等の価格は、次の投

資環境の影響等を受けて変動しました。 

 

当期における投資環境 

■世界株式 

当期の世界株式市場は、現地通貨ベース、円ベースのいずれも上昇しました。 
 
主な市場変動要因 

(プラス要因) 

・ インフレ鎮静化の兆しを受けた米国の利上げペース鈍化への期待 

・ 主要国企業の堅調な業績 

・ 欧米の景気の底堅い推移 
 
(マイナス要因) 

・ インフレ懸念を反映した米長期金利の上昇 

・ 主要国の積極的な金融引き締めを受けた景気減速への警戒感 

・ 米金融機関の破綻を契機とした金融システム不安の高まり 

  

24,000

26,000

28,000

30,000

32,000

34,000
（円）

(期初) (期末)

基準価額の推移

22/11月末 23/5月末23/2月末

基準価額
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■為替 

当期の為替市場では、対円で米ドル、ユーロのいずれも上昇(円安)しました。 

 

主な市場変動要因 

(円高要因) 

・ 主要国の積極的な金融引き締めを受けた景気減速への警戒感 

・ 日銀の金融政策の一部修正 

 

(円安要因) 

・ インフレ懸念を反映した米長期金利の上昇 

・ 日銀による金融緩和の継続 

 

◎当期中の基準価額とベンチマークの推移とを比較したときの、差異の状況および要因について 

主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークお

よび参考指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示できません。 

 

◎運用経過 

＜キャピタル世界株式マザーファンド＞ 

・ キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)を高位に組み入れ、実質的に世界各国の株式等へ投

資を行ない、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ないました。 

・ 運用の基本方針に従い、期中を通じてキャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)を高位に組み

入れました。 

・ 当期末におけるマザーファンドの純資産総額に対するキャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)

の割合は99.9％、日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)の割合は0.0％となりました。 

 

以下は、マザーファンドが投資する投資対象ファンドの説明です。 

＜キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)＞ 

・ 世界各国の株式等に投資を行ない、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ないました。運用にあたっては、徹底

したファンダメンタルズ(経済や企業の基礎的条件)調査に基づき、強固な財務基盤やキャッシュフロー創出力を有すると見

られる企業、革新的な技術を有し高い収益成長が期待される企業、新興国における優位な事業基盤を有する企業などに投

資を行ないました。 

キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)の資産状況につきましては、巻末の参考情報をご覧く

ださい。 

 

＜日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)＞ 

・ 日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品を組み入れ、信託財産の安定的な成長を目指して運用

を行ないました。 
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●今後の運用方針 

＜キャピタル世界株式マザーファンド＞ 

キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)の組入比率を高位に維持することにより、同ファンドを

通じて実質的に世界各国の株式等へ投資することを継続するとともに、余裕資金の効率的な運用のため、日本短期債券ファ

ンド(適格機関投資家限定)についても組み入れを維持する方針です。 

 
以下は、マザーファンドが投資する投資対象ファンドの説明です。 

＜キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC)＞ 

今後も、徹底した個別企業調査が長期にわたる優れた運用実績につながるとの考えで運用をしていく方針です。市場参加

者の誰よりも投資対象となる企業を理解することで、過小評価されている銘柄をポートフォリオに組み込むことができ、結果と

して市場を上回る投資成果をあげることができるとの考えのもと、引き続き運用実績の向上を目指します。 

 

＜日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定)＞ 

日本短期債券マザーファンドの組入比率を高位に維持することにより、同マザーファンドを通じてわが国の公社債・金融商

品に投資し、信託財産の安定的な成長を目指して安定運用を行ないます。また、NOMURA－BPI短期インデックスをベンチマー

クとし、これを上回る投資成果を目指します。 
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●１万口(元本10,000円)当たりの費用の明細 

項目 

第16期 

項目の概要 (2022年８月23日～2023年８月21日) 

金額 比率 

(a) その他費用 0円 0.000％ (a) その他費用＝〔期中のその他費用〕÷〔期中の平均受益権口数〕 

(その他) (0) (0.000) 金銭信託預入に係る手数料等 

合計 0 0.000  

(注１) 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

(注２) 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額(期中の平均基準価額は27,883円です)で除して100を乗じたも

のです。 

 
 
●期中の売買及び取引状況 (2022年８月23日から2023年８月21日まで) 

 
買付 売付 

単位数又は口数 金額 単位数又は口数 金額 

  口 千円 口 千円 

外国 
キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ 
ファンド(LUX)(クラスC) 

40,730,156.591 115,539,000 2,519,291.446 7,209,400 

(注１) 金額は受渡代金です。 

(注２) 単位未満は切捨てています。ただし、単位未満の場合は小数で記載しています。 

 
 
●組入資産の明細 (2023年８月21日現在) 

ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細 

 銘柄名 

期首(前期末) 当期末(2023年８月21日) 

口数 口数 評価額 組入比率 

口 口 千円 ％ 

国内投資信託受益証券 
日本短期債券ファンド 
(適格機関投資家限定) 

39,262,077 39,262,077 41,115 0.0 

外国投資証券 
キャピタル・グループ・ニューパース 
ペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC) 

147,491,030.477 185,701,895.622 586,075,182 99.9 

 
合計 186,753,107.477 224,963,972.622 586,116,297  

 銘柄数＜比率＞ 2 2 ＜99.9％＞ 

(注１) 比率は、純資産総額に対する投資信託証券の比率です。 

(注２) 金額の単位未満は切捨てています。 
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●投資信託財産の構成 (2023年８月21日現在) 

項目 
当期末 

評価額 比率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 41,115 0.0 

投資証券 586,075,182 99.6 

コール・ローン等、その他 2,340,122 0.4 

投資信託財産総額 588,456,419 100.0 

(注) 金額の単位未満は切捨てています。 

 
 
●資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 (2023年８月21日現在) 

項目 当期末 

(A) 資産 588,456,419,490円 

コール・ローン等 2,030,121,660 

投資信託受益証券(評価額) 41,115,247 

投資証券(評価額) 586,075,182,583 

未収入金 310,000,000 

(B) 負債 1,850,005,840 

未払金 1,540,000,000 

未払解約金 310,000,000 

未払利息 5,840 

(C) 純資産総額(A－B) 586,606,413,650 

元本 186,367,485,098 

次期繰越損益金 400,238,928,552 

(D) 受益権総口数 186,367,485,098口 

１万口当たり基準価額(C／D) 31,476円 

(注１) 当マザーファンドの期首元本額は148,007,250,071円、期中追加設定元

本額は42,904,561,522円、期中一部解約元本額は4,544,326,495円です。

当マザーファンドの期末元本額は、186,367,485,098円です。 

(注２) 当マザーファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は、キャ

ピタル世界株式ファンド143,405,086,547円、キャピタル世界株式ファンド

ＮＦ20,260,936,592円、キャピタル世界株式ファンド(ＤＣ年金つみたて専

用)15,958,637,978円、キャピタル世界株式ファンドＦ6,604,178,833円、キャ

ピタル世界株式ファンドＶＡ(適格機関投資家用)138,645,148円です。 

(注３) １口当たり純資産額は3.1476円です。 

●損益の状況 
 (自2022年８月23日 至2023年８月21日) 

項目 当期 

(A) 配当等収益 △ 1,364,975円 

支払利息 △ 1,364,975 

(B) 有価証券売買損益  67,867,816,504 

売買益  67,951,942,852 

売買損 △ 84,126,348 

(C) その他費用 △ 29,802 

(D) 当期損益金(A＋B＋C)  67,866,421,727 

(E) 前期繰越損益金  262,270,141,852 

(F) 追加信託差損益金  78,585,138,478 

(G) 解約差損益金 △ 8,482,773,505 

(H) 計(D＋E＋F＋G)  400,238,928,552 

次期繰越損益金(H)  400,238,928,552 

(注１) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

(注２) (C)その他費用は金銭信託預入にかかる手数料 

(注３) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定を

した価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

(注４) (G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し

引いた差額分をいいます。 

 

 
 
●お知らせ 

該当事項はありません。   
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＜補足情報＞ 

キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラスC) 

 

●当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

形態 外国投資信託証券／ルクセンブルク籍／会社型 

投資対象 主として世界各国の株式に投資を行ないます。 

投資態度 

主として世界各国の証券取引所(これに準ずるものを含みます)に上場され、または

その他の規制ある市場で取引されている株式に投資を行ない、信託財産の長期的

成長を目標とします。また、市場動向によっては、非上場株式および債券などに投

資を行なう場合があります。 

原則として、対円での為替ヘッジを目的とした為替取引を行ないません。 

主な投資制限 

１． 原則として同一銘柄の株式への投資は取得時において信託財産の純資産総額

の10％以下とします。 

２． 原則として同一銘柄の転換社債への投資は取得時において信託財産の純資産

総額の10％以下とします。 

３． 原則として同一銘柄の新株予約権証券への投資は取得時において信託財産の

純資産総額の10％以下とします。 

４． 純資産総額の10％を超えての借入れは行ないません。 

決算日 毎年12月31日 

投資顧問会社 キャピタル・リサーチ・アンド・マネジメント・カンパニー 
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キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド（ＬＵＸ） 

損益および純資産変動計算書 

 2022年12月31日現在 

 （ＵＳＤ）

 
収益   

債券および転換社債に係る利息 (源泉徴収税額控除後) － 
受取配当金 (源泉徴収税額控除後) 170,768,512 
その他収益 － 
証券貸付収益 263,736 
銀行預金利息 10,595,286 
スワップ取引 － 

収益小計 181,627,534 

費用  
運用報酬  83,374,482 
管理手数料 1,014,761 
年次税 3,791,584 
専門家サービス 1,722,151 
デポジタリー・カストディ費用およびファンド管理手数料 1,264,358 
スワップ取引 － 
税金費用 － 
その他費用 951,916 
印刷費用 691,174 
当座貸越利息 * － 

費用小計 92,810,426 

費用の払戻し 673,350 

投資純利益／(損失) (a) 89,490,458 

実現純利益／(損失)  
投資有価証券の売却取引 －207,494,124 
金融先物取引 － 
為替取引 －144,901,728 
スワップ取引 － 

当期実現純利益／(損失) (b) －352,395,852 

未実現評価利益／(損失)の増減  
投資有価証券 －4,530,511,737 
金融先物取引 － 
スワップ取引 － 
為替取引 －18,541,972 

当期未実現評価利益／(損失)の増減 (c) －4,549,053,709 

当期損益 (a+b+c) －4,811,959,103 

配当金の分配 －26,559,001 

当期投資証券の差引増減額 －107,615,277 
期首純資産総額 17,863,274,506 

期末純資産総額 12,917,141,125 

*主に中央銀行が実施するマイナス金利政策によるものです。  
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投資明細表 
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＜補足情報＞ 

日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定) 

 

●当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

形態 追加型株式投資信託 

信託期間 無期限 

運用方針 

NOMURA-BPI短期インデックスをベンチマークとし、これを上回る投資成果を目指し

ます。主としてマザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信託

財産の安定的な成長を目指して安定運用を行ないます。マザーファンド受益証券の

組入比率は高位を維持することを基本とします。 

主要運用対象 
ベビーファンド 

日本短期債券マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。こ

のほか、当ファンドで直接投資することがあります。 

マザーファンド わが国の公社債・金融商品を主要投資対象とします。 

組入制限 
ベビーファンド 外貨建資産への投資は行ないません。 

マザーファンド 外貨建資産への投資は行ないません。 

分配方針 

経費等控除後の利子等収益および売買益(評価益を含みます。)等の全額を分配対

象額とし、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案して、委託会社が決定し

ます。ただし、分配対象収益が少額の場合には、分配を行なわないことがあります。 

決算日 
原則として毎年７月22日。ただし、該当日が休業日のときは該当日以降の 初の営

業日を決算日とします。なお、第１計算期間の終了日は平成20年７月22日とします。 

委託会社 三菱UFJ国際投信株式会社 
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損益の状況 

 (2022年７月23日～2023年７月24日) 

項目 当期 

(A) 配当等収益 △ 25円 

支払利息 △ 25 

(B) 有価証券売買損益 △ 251,329 

売買損 △ 251,329 

(C) 信託報酬等 △ 172,237 

(D) 当期損益金(A＋B＋C) △ 423,591 

(E) 前期繰越損益金 1,459,855 

(F) 追加信託差損益金 4,422,328 

(配当等相当額) (  6,654,646) 

(売買損益相当額) (△2,232,318) 

(G) 計(D＋E＋F) 5,458,592 

(H) 収益分配金 0 

次期繰越損益金(G＋H) 5,458,592 

追加信託差損益金 4,422,328 

(配当等相当額) (  6,654,651) 

(売買損益相当額) (△2,232,323) 

分配準備積立金 5,658,050 

繰越損益金 △4,621,786 

(注１) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

(注２) (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

(注３) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

 

●組入資産の明細 

親投資信託残高 

銘柄 
期首(前期末) 当期末 

口数 口数 評価額 

 千口 千口 千円 

日本短期債券マザーファンド 104,630 104,492 117,281 

(注) 日本短期債券マザーファンド全体の受益権口数は(期末：1,455,252,112口)です。 
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＜補足情報＞ 

日本短期債券マザーファンド 

 

●当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

運用方針 

わが国の公社債・金融商品を主要投資対象とし、ポートフォリオのデュレーション

調整と銘柄選択による収益獲得を目指して運用を行ないます。ポートフォリオの

デュレーションはベンチマークの平均を中心に調整します。デュレーション調整は

主としてファンダメンタルズ分析に基づく中期的な金利見通しに沿って行ないま

す。銘柄選択は信用リスクと金利スプレッドを定量的・定性的に分析して行ないま

す。NOMURA－BPI短期インデックスをベンチマークとし、同指数を上回る投資成

果を目指して運用を行ないます。 

主要運用対象 わが国の公社債・金融商品を主要投資対象とします。 

組入制限 外貨建資産への投資は行ないません。 

決算日 
原則として毎年７月22日。ただし、該当日が休業日のときは該当日以降の 初の営

業日を決算日とします。 

委託会社 三菱UFJ国際投信株式会社 

 

損益の状況 

 (2022年７月23日～2023年７月24日) 

項目 当期 

(A) 配当等収益 7,652,708円 

受取利息 7,696,803 

支払利息 △ 44,095 

(B) 有価証券売買損益 △ 11,101,600 

売買益 743,400 

売買損 △ 11,845,000 

(C) 当期損益金(A＋B) △ 3,448,892 

(D) 前期繰越損益金 177,642,602 

(E) 追加信託差損益金 29,086,740 

(F) 解約差損益金 △ 25,171,186 

(G) 計(C＋D＋E＋F) 178,109,264 

次期繰越損益金(G) 178,109,264 

(注１) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

(注２) (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

(注３) (F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。   
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●組入資産の明細 (2023年７月24日現在) 

国内公社債 

(A) 国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区分 

当期末 

額面金額 評価額 組入比率 
うちBB格以下 

組入比率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

国債証券 40,000 40,141 2.5 － － 2.5 － 

普通社債券 
1,500,000 1,497,572 91.7 － － 49.1 42.6 

(1,500,000) (1,497,572) (91.7) (－) (－) (49.1) (42.6) 

合計 
1,540,000 1,537,713 94.1 － － 51.5 42.6 

(1,500,000) (1,497,572) (91.7) (－) (－) (49.1) (42.6) 

(注１) (  )内は非上場債で内書き。 
(注２) 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
(注３) 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 
(注４) 現先の組み入れがある場合、現先は国債証券に含めて記載。 

 

(B) 国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 

銘柄 
当期末 

利率 額面金額 評価額 償還年月日 

   ％ 千円 千円  

国債証券 第348回利付国債（10年） 0.1 40,000 40,141 2027/９/20 

小計  40,000 40,141  

普通社債券 第509回関西電力 0.47 100,000 100,207 2027/５/25 

 第14回セブン&アイ・ホールディングス 0.19 100,000 99,891 2025/12/19 

 第15回楽天グループ 0.5 100,000 94,535 2024/12/２ 

 第67回神戸製鋼所 0.2 100,000 99,425 2026/６/10 

 第１回明治安田生命2019基金 0.29 100,000 99,917 2024/８/２ 

 第78回伊藤忠商事 0.785 100,000 100,551 2024/５/30 

 第37回丸井グループ 0.12 100,000 99,979 2023/12/１ 

 第80回ホンダファイナンス 0.26 100,000 100,038 2026/６/19 

 第29回SBIホールディングス 1.0 100,000 100,140 2025/７/22 

 第96回トヨタファイナンス 0.06 100,000 99,577 2026/４/15 

 第42回リコーリース 0.39 100,000 100,221 2027/６/１ 

 第32回三菱UFJリース 0.695 100,000 100,617 2024/10/25 

 第27回野村ホールディングス 2.107 100,000 103,466 2025/９/24 

 第35回フランス相互信用連合銀行 0.279 100,000 98,688 2026/10/21 

 第６回ピー・ピー・シー・イー・エス・エー 1.258 100,000 100,320 2024/１/25 

小計  1,500,000 1,497,572  

合計  1,540,000 1,537,713  
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●参考情報 (2023年10月31日現在) 

以下は、ファンドが実質的に投資する外国投資信託証券(キャピタル・グループ・ニューパースペクティブ・ファンド(LUX)(クラ

スC))の内容です。 

 

【資産状況】 

 

国別構成比率 

国名 比率 

米国 50.6％ 

フランス 9.0％ 

英国 4.9％ 

デンマーク 4.5％ 

カナダ 3.1％ 

その他国 19.8％ 

現金・その他 8.0％ 

業種別構成比率 

業種名 比率 

情報技術 20.0％ 

ヘルスケア 16.2％ 

一般消費財・サービス 12.0％ 

資本財・サービス 11.1％ 

金融 10.2％ 

その他業種 22.5％ 

現金・その他 8.0％ 
 

 

組入上位10銘柄 

 銘柄名 国名 業種名 比率 

１ MICROSOFT CORP. 米国 情報技術 5.1％ 

２ NOVO NORDISK AS デンマーク ヘルスケア 3.5％ 

３ META PLATFORMS, INC. 米国 コミュニケーション・サービス 2.4％ 

４ BROADCOM INC. 米国 情報技術 2.2％ 

５ TAIWAN SEMICONDUCTOR MANUFACTURING CO., LTD. 台湾 情報技術 2.2％ 

６ ELI LILLY AND CO. 米国 ヘルスケア 2.0％ 

７ ASML HOLDING NV オランダ 情報技術 1.9％ 

８ TESLA, INC. 米国 一般消費財・サービス 1.9％ 

９ ALPHABET INC. 米国 コミュニケーション・サービス 1.7％ 

10 ASTRAZENECA PLC 英国 ヘルスケア 1.4％ 

(注) 国についてはMSCI分類、業種についてはGICS(世界産業分類基準)に基づいていますが、当社の判断に基づき分類したものが含まれる場合があります。 
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